
６．アスファルト舗装工事

１）使用機械

施工機械の種類 主な施工機械の名称

路上混合機械 スタビライザ

掘削、積込み機械 バックホウ、トラクタショベル、ホイールローダ

整形機械 モータークレーグ、ブルドーザ

散布機械 安定材散布機、アスファルトディストリビュータ

敷きならし機械
モータークレーグ、ブルドーザ、ベースペーバ

アスフアルトフイニッシャ

締固め機械 ロードローラ、クイヤローラ、振動ローラ

図 6－1 アスファルトフィニッシャ

２）路床

ａ．掘削・鋤取り

（1）路床土の試験
施工に先だち、設計 CBR 0が確保されているかどうか、CBR支持力試験を行う。この結
果、設計 CBR 0に満たないときは、監理者と協議の上、工法の変更を行う。

（2）路床の掘削および鋤取りはバックホウにて行い、そのあとブルドーザーにて所定の高さ
に仕上げる。

（3）路床土が部分的に悪いときは監理者と協議の上、良質の土に置き換えるか、またはセメ
ントを混合し地盤改良を行う。

（4）路床土の締固めは、おもにタイヤローラー、マカダムローラーを使用し、細部はソイル
コンパクターで行う。

ｂ．盛土を行う場合

盛土路床は、使用する盛士材の性質をよく把握した上で均一に敷きならし、過転圧による強



度低下を招かないように十分に締め固めて仕上げる必要があり、以下の点に留意する。

①一層の敷きならし厚さは、仕上がり厚で 20cm以下を目安とする。
②盛土路床施工後の降雨排水対策として、縁部に仮排水溝を設けておく。

③路床が切土の場合、表面から 30cm程度以内に木根、転石等の路床の均一性を損なうもの
がある場合には、これらを取り除いて仕上げる。

ｃ．安定処理工法

（1）使用材料
使用材料および配合等は設計図書による。

（2）施工
安定処理の一般的な施工手順および施工上の留意点

①安定材の散布に先立って現状路床の不陸整正や、必要に応じて仮排水溝の設置などを行

う。

②所定量の安定材を散布機械または人力により均等に散布する。

③散布が終わったら、適切な混合機械を用いて所定の深さまで混合する。混合中は混合深

さの確認を行い、混合むらが生じた場合には再混合する。

④粒状の生石灰を用いる場合には、一回目の混合が終了したのち仮転圧して放置し、生石

灰の消化を待ってから再び混合する。ただし、粉状の生石灰（0～5mm）を使用する場
合は、一回の混合で済ませてもよい。

⑤散布および混合に際して粉塵対策を施す必要がある場合には、防塵型の安定材を用いた

り、シートの設置などの対策をとる。

⑥混合終了後、タイヤローラなどによる仮転圧を行う。次に、ブルドーザやモータークレ

ーグなどにより所定の形状に整形し、タイヤローラなどにより締め固める。軟弱で締固

め機械が入れない場合には、湿地ブルドーザなどで軽く転圧を行い、数日間養生後、整

形してタイヤローラなどで締め固める。なお、厚層で締め固める場合には、振動ローラ

を用いるとよい。

（3）バックホウによる混合の場合
①安定処理工は、路床、路盤材の強度不足をセメントや石灰等を使用して改良するもので

ある。通常、固化材の混合機械にはスタビライザが用いられるが、現場条件によりスタ

ピライザによる施工ができない路床改良工事及び構造物基礎の地盤改良工事では、バッ

クホウによる混合を行う。なお、路床改良工事における適用可能な現場条件とは、次の

いずれかに該当する箇所とする。

・施工現場が狭隘な場所

・転石がある場合

・移設できない埋設物がある場合

②施工手順

・機種の選定

バックホウによる混合作業で、1層の混合深さが路床 1m以下・構造物基礎 2m以下に
おける現位置での混合作業に適用する安定処理に使用する施工機械（代表機械）の一般

的な機種・規格は、次表に示すとおりである。



表 6－1 施工機械（代表機械）の機種・規格

使用機種 施工箇所 機 械 名 規    格

バックホウ 路床 バックホウ

（クローラ型）

標準型・クレーン機能付き排出ガス対策型

（第 2次基準値）
山積 0.45m3（平積 0.35m3）吊能力 2.9t

タイヤローラ 普通型・排出ガス対策型（第 1次基準値）
運転質量 8～20t

バックホウ

（クローラ型）

標準型・排出ガス対策型（第 2次基準値）
山積 0.28m3（平積 0.2m3）

構造物基礎 バックホウ

（クローラ型）

標準型・クレーン機能付き排出ガス対策型

（第 2次基準値）
山積 0.8m3（平積 0.6m3）吊能力 2.9t

振動ローラー

（舗装用）

ハンドガイド式

運転質量 0.8～1.1ｔ
注）上表に掲げる磯械の磯種・規格は、本施工に使用される施工機械のうちの代表的な機種・規格である。

③施工フロー＞

安定処理工（バックホウ混合）の一般的な施工手順は、次のとおりである。

・施工手順

（4）バックホウによる混合の施工法
①材料

安定処理(バックホウ混合)に用いられる固化材は大別して、次の 3つに分類される。
・石灰系

・セメント

・セメント系

一般に用いられているのはセメント系である。

②固化材散布

固化材の現場搬入時の荷姿はフレキシブルコンテナ詰め（一般には 1t詰め）が多く、
クレーン等によって適切な間隔で固化材の入った袋を配置し、開封後スコップや板レー

キ等で均一に敷き均す。

使用機械については。バックホウ（クレーン機能付き）を用いるのが一般的である。

このバックホウは「クレーン等安全規則」、「移動式クレーン構造規格」に準拠する機械

である。
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③混合

混合は。散布作業に使用したバックホウ(クレーン機能付き)により対象土と固化材が均
一になるまで混合する。混合に用いられるバックホウのバケットは標準バケットが一般

的であるが、より撹拌効率の高い混合装置付バケットやミキシングフォーク等が用いら

れることもある。

1層の混合深さは、路床で 1m以下、構造物基礎で 2m以下が多い。
④敷均し

混合終了後、バックホウで安定処理面を所定の形状に成型する。

⑤締固め

敷均し終了後、タイヤローラで締固める。タイヤローラが入らない箇所では、振動ロー

ラ等により締固める。

３）下層路盤

ａ．粒状路盤の施工

粒状路盤の施工に当たっては、特に材料分離に留意しながら粒状路盤材料を均一に敷きな

らし、締め固めて仕上げる。一層の仕上がり厚さは 20cm以下を標準とし、敷きならしは一
般にモーターグレーダで行う。転圧は一般に 10～12tのロードローラと 8～20tのタイヤロ
ーラで行うが、これらと同等以上の効果がある振動ローラを用いることもある。

ｂ．施工上の留意点

（1）粒状路盤材料が乾燥しすぎている場合は、適宜散水し、最適含水比付近の、状態で締め
固める。

（2）締固め前に降雨などにより、粒状路盤材料が著しく水を含み締固めが困難な場合には、
晴天を待って曝気乾燥を行う。また、少量の石灰またはセメン卜を散布、混合して締め固

める場合もある。

４）上層路盤の施工

ａ．上層路盤材料

（1）上層路盤材料は、ほとんどが中央混合方式等により製造されるものであるため、事前に
その地域における材料の供給状況を確認しておく。

（2）上層路盤に再生路盤材料を単独または安定処理して用いる場合、その品質は設計図書に
よる。

（3）骨材の最大粒径は 40mm以下で、かつ一層の仕上がり厚の 1/2以下がよい。また、混合
や締固めなどの施工性を考慮した場合、ある程度の粗骨材を含む連続粒度のものがよい。

骨材の粒度分布がなめらかなほど施工性に優れ、細粒分が少ないほど所要の安定材の添加

量は少なくなる場合が多い。

ｂ．粒度調整路盤の施工

（1）粒度調整工法は、良好な粒度になるように調整した骨材を用いる工法である。
（2）粒度調整した骨材は粒度が良好であるため、敷きならしや締固めが容易である。骨材に
は粒度調整砕石、粒度調整鉄鋼スラグ、水硬性粒度調整鉄鋼スラグなどを用いる。

（3）粒度調整路盤は、材料分離に留意しながら粒度調整路盤材料を均一に敷きならし、締め



固めて仕上げる。粒度調整路盤の一層の仕上がり厚は 15cm以下を標準とするが、振動ロ
ーラを用いる場合は上限を 20cmとしてよい。

５）プライムコート

プライムコートは、路盤（瀝青安定処理を除く）を仕上げた後、すみやかに瀝青材料を所定量

均一に散布して養生する。

ａ．プライムコートの目的

（1）路盤の上にアスファルト混合物を施工する場合は、路盤とアスファルト混合物とのなじ
みをよくする。また、路盤の上にコンクリートを施工する場合は、打設したコンクリート

からの水分の吸収を防止する。

（2）路盤表面部に浸透し、その部分を安定させる。
（3）降雨による路盤の洗掘または表面水の浸透などを防止する。
（4）路盤からの水分の蒸発を遮断する。

ｂ．使用材料および標準使用量

（1）プライムコートには、通常、アスファルト乳剤 CPK-3)を用いるが、これ以外に路盤への
浸透性を特に高めた専用の高浸透性乳剤(PK-P)を使用することもある。これらの材料の
散布量は一般に 1～2L／㎡が標準である。

（2）施工上の留意点
①寒冷期などにおいては、養生期間を短縮するため加温して散布する。

②散布したアスファルト乳剤の施工機械等への付着およびはがれを防止するため、必要最

小限の砂（通常 100㎡当たり 0.2～0.5m3）を散布する。
③瀝青材料が路盤に浸透せず厚い皮膜を作ったり、養生が不十分な場合には、上層の施工

時にブリージングが起きたり、層の間でずれて上層にひび割れを生じることがあるので

注意する。

６）加熱アスファルト混合物の施工

ａ．概要

（1）加熱アスファルト混合物は、混合所において適切な温度管理、品質管理のもとで製造し、
運搬車で舗設現場に運搬する。

（2）基層および表層における、加熱アスファルト混合物の施工の良否は、舗装の供用性に大
きな影響を与えるため、施工管理を適切に行い平たんに仕上げる。表層および基層用混合

物の舗設は、所定の温度で行い、特に次の点に留意する。

①敷きならしに当たっては材料分離を防止する。

②所定の締固め度が得られるように転圧する。

③縦横断形状を正しく仕上げる。

ｂ．舗設準備

混合物の敷きならしに先立って、以下の点に留意し、必要な機械器具の点検整備や、舗設前

の路盤または基層の点検、清掃を行う。

（1）施工中支障がないように、必要な機械器具の数量、状態、予備品の有無などを調べる。



（2）混合物を舗設する前の、路盤または基層表面のごみ、泥、浮き石などを取り除く。また、
路盤に欠陥が生じている場合には手直しを行う。

ｃ．タックコート

タックコートは、瀝青材料を所定量均一に散布して養生する。

（1）タックコートの目的
クックコートは、新たに舗設する混合物層とその下層の瀝青安定処理層、中間層、基層と

の接着、および継目部や構造物との付着をよくするために行う。

（2）使用材料および標準使用量
・タックコートには、通常、アスファルト乳剤（PK-4）を用いる。
・開粒度アスファルト混合物を舗設する場合、層間接着力を特に高める必要がある場合に

は、ゴム入りアスファルト乳剤（PKR-T）が用いられる。
・これらの材料の散布量は一般に 0.3～0.6Ｌ/㎡が標準である。

（3）施工上の留意点
①寒冷期の施工や急速施工の場合、瀝青材料散布後の養生時間を短縮するために以下の方

法などを採ることがある。

・アスファルト乳剤を加温して散布する方法

・ロードヒータにより加熱する方法

・所定の散布量を 2回に分けて散布する方法
②コンクリート版の表面に施工する場合

・一般のアスファルト乳剤のほかに、ゴム入りアスファルト乳剤や接着力を高めた溶剤

型のゴムアスファルト系接着剤、ゴム系接着剤などを用いる。

・コンクリート床版上の接着剤の塗布量は、一般に 0.4～0.6Ｌ/㎡である。
・接着剤は、むらが生じないように均一に塗布する。

・接着剤の塗布は、塗布量が多すぎても少なすぎてもその機能を十分発揮できないので、

適量を塗布するようにする。

・作業中に降雨があった場合は、直ちに作業を中止し、接着剤の流出防止の措置を講じ

る。

・施工後は表面を損傷させないように揮発分等が十分蒸発するまで養生する。

③タックコート面の保護や、乳剤による施工現場周辺の汚れを防止する場合、以下のもの

等を使用することもある。

・乳剤散布装置を搭載したアスファルトフィニッシヤ

・運搬車両や舗設機械のタイヤに付着しにくい乳剤

ｄ．敷きならし

混合物は所定の厚さが得られるように、通常アスファルトフィニッシヤにより敷きならす。

フィニッシヤが使用できない箇所などにおいては、人力によって行う。

施工に当たっては以下の点に留意する。

（1）敷きならし時の混合物の温度は、アスファルトの粘度にもよるが、一般に 110℃を下回
らないようにする。



（2）敷きならし作業中に雨が降り始めた場合には、敷きならし作業を中止するとともに、敷
きならした混合物をすみやかに締め固めて仕上げる。

（3）寒冷期の敷きならしは、本章 ｈ．「寒冷期における舗設」を参照。

ｅ．締固め

（1）概要
①混合物は、敷きならし終了後、所定の密度が得られるように締め固める。締固め作業は、

継目転圧、初転圧、二次転圧および仕上げ転圧の順序で行う。一般に、ロードローラの

作業速度は 2～6km/h、振動ローラは 3～8km/h、タイヤローラは 6～15km/hである。
②ローラは、一般にアスファルトフィニッシヤ側に駆動輪を向けて、横断勾配の低い方か

ら高い方へ向かい、順次幅寄せしながら低速かつ等速で転圧する。ロードローラによる

転圧方法の一例を下図に示す。

(a)マカダムローラーの場合

(b)タンデムローラーの場合

図 6－2 ロードローラによる転圧方法の例

（2）初転圧
①初転圧は、一般に 10～12tのロードローラで 2回（1往復）程度行う。
②初転圧は、ヘアクラックの生じない限りできるだけ高い温度で行う。初転圧温度は一般

に 110～140℃である。
③ローラヘの混合物の付着防止には、少量の水、切削油乳剤の希釈液、または軽油などを

噴霧器等で薄く塗布する。なお、軽油などは、アスファルト混合物をカットバックする

性質を持っているため、必要に応じて非石油系の付着防止剤を使用することがある。

（3）二次転圧
①二次転圧は、一般に 8～20tのタイヤローラで行うが、6～10tの振動ローラを用いるこ
ともある。

②タイヤローラによる混合物の締固めは、交通荷重に似た締固め作用により、骨材相互の



かみ合わせをよくし、深さ方向に均一な密度が得やすい。

③荷重、振動数および振幅が適切な振動ローラを使用する場合は、タイヤローラを用いる

よりも少ない転圧回数で所定の締固め度が得られる。ただし、振動ローラによる転圧で

は、転圧速度が速すぎると不陸や小波が発生する。また、遅すぎると過転圧になること

もあるので、転圧速度に注意する。

④二次転圧の終了温度は一般に 70～90℃である。
（4）仕上げ転圧
①仕上げ転圧は、不陸の修正、ローラマークの消去のために行うものであり、タイヤロー

ラあるいはロードローラで 2回（1往復）程度行う。
②二次転圧に振動ローラを用いた場合には、仕上げ転圧にタイヤローラを用いる。

③仕上げた直後の舗装の上には、長時間ローラを停止させないようにする。

（5）締固め時の混合物の観察
①初転圧時の温度が高過ぎると、混合物の落ち着き具合が悪くなる。

②ローラの線圧過大、転圧温度の高過ぎ、過転圧などの場合、ヘアクラックが多くみられ

ることがある。

ｆ．継目

継目の施工に当たっては、継目または構造物との接触面をよく清掃したのち、本章 ６）ｃ．

「タックコート」に準じてタックコートを施工後、敷きならした混合物を締め固め、相互に

密着させる。

施工継目や構造物との接合部では、締固めが不十分となりがちとなる。所定の締固め度が得

られない場合には、不連続となり弱点となりやすいので、施工継目はできるだけ少なくなる

ように計画する。継目は、その方向により横継目と縦継目とがある。

（1）横継目
①横継目は施工の終了時、またはやむを得ず施工を中断したとき、道路の横断方向に設け

る継目で、仕上がりの良否が走行性に直接影響を与えるので、平たんに仕上げるように

留意する。

②舗設作業をやむを得ず長時間中断するときは、敷きならしの終わった端まで転圧を完了

させておく。

③施工中断時または終了時の継目は、横断方向にあらかじめ型枠を置いて、所定の高さに

仕上げる。

④既設舗装の補修・延伸の場合を除いて、下層の継目の上に上層の継目を重ねないように

する。

（2）縱継目
①縦継目は道路幅員を車線数に分けて施工する場合に道路中心線に平行に設ける継目で

ある。締固めが十分でないと、継目部の開きや縦ひび割れなどが生じやすい。

②表層の縦継目の位置は、原則としてレーンマークに合わせるようにする。

③各層の継目の位置は、既設舗装の補修・拡幅の場合を除いて、下層の継目の上に上層の

継目を重ねないようにする（図 6－3）。また縦継目は、上・下層とも車輪の走行位置



直下にしないようにする。

④縦継目部は、レーキなどで粗骨材を取り除いた新しい混合物を、既設舗装に 5cm 程度
重ねて敷きならし（図 6－4）、直ちにローラの駆動輪を 15cm程度かけて転圧する（図
6－5）。
⑤ホットジョイントの場合は、縦継目側の 5～10cm輻を転圧しないでおいて、この部分
を後続の混合物と同時に締め固める。

図 6－3 各層縦継目の一例

図 6－4 縱継目の重ね合わせ    図6－5 縦継目の転圧

ｇ．交通開放温度

転圧終了後の交通開放は、舗装表面の温度がおおむね 50℃以下となってから行う。交通開
放時の舗装の温度は、舗装の初期のわだち掘れに大きく影響するが、表面の温度を 50℃以
下とすることにより、交通開放初期の舗装の変形を小さくすることができる。

ｈ．寒冷期における舗設

寒冷期に加熱アスファルト混合物を舗設すると、混合物温度の低下が早く、所定の締固め度

が得られにくい。やむを得ず 5℃以下の気温で舗設ずる場合には、現場状況に応じて次の方
法を組み合わせるなどして、所定の締固め度が得られることを確認したうえで舗設を行う。

（1）舗設現場の状況に応じて、混合物製造時の温度を普通の場合より若干高めとする。ただ
し、アスファルトの劣化をさけるため、混合物の温度は必要以上に上げないように留意す

る。

（2）混合物温度が低下しても、良好な施工性が得られる中温化技術を必要に応じて使用する



こともある。なお、この場合には混合温度の低減は行わない。

（3）混合物の運搬に当たっては、運搬車の荷台に帆布を 2～3 枚重ねて用いたり、特殊保温
シートを用いたり、木枠を取り付けたりするなど、運搬中の保温方法の改善を行う。

（4）瀝青材料を散布する場合には、散布しやすくするために瀝青材料の性質に応じて、加温
しておく。

（5）敷きならしに際しては連続作業に心掛け、局部加熱に注意しながらアスファルトフイニ
ッシャのスクリードを断続的に加熱する。

（6）締固めに際しては、以下の点に留意する。
①転圧作業のできる最小範囲まで、混合物の敷きならしが進んだら、直ちに締固め作業を

開始する。初転圧時のヘアクラックを少なくするためには、線圧の小さいローラを用い

る。

②ローラヘの混合物の付着防止には、水を用いず、軽油などを噴霧器で薄く塗布する。

③コールドジョイント部は、温度が低下しやすく締固め不足になりやすいため、直前に過

加熱に注意しながらガスバーナ等を使用して、既設舗装部分を加熱しておく。


